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はじめに
　岡山大学社会文化科学研究科（文学系）の教員を中心とする共同研究「ジェンダー
の多様性・普遍性・可変性の分析および独自のジェンダー教育プログラムの立案を含
む学際的研究」は、8年前にゆるやかな形で発足し、以降、断続的に研究会を重ねて
きました。
　平成16年度からは、岡山大学における文学部の特色ある中期目標・計画に掲げられ
た研究テーマの一つに加えられ、平成16年度・平成18年度岡山大学学長裁量経費（教
育研究プロジェクト）、および平成17年度・平成19年度文学部長裁量経費（文学部プ
ロジェクト研究）を受けることにより、活動の一層の充実を図ることが可能になりま
した。これまで、外部のスピーカーをお招きしてのシンポジウムや講演会の企画、プ
ロジェクトメンバーの研究報告などを行ってまいりましたが、そのうちの平成16年度
分の活動成果については、すでに報告書をまとめています。
　その後、プロジェクトのもう一つの柱である「ジェンダー教育プログラムの立案・
実施」に役立てるため、大学生のジェンダー意識に関わる実態をアンケート調査によ
り把握する試みを「岡山大学生のジェンダー意識に関する調査」として実施しました。
本報告書は、その結果をまとめたものです。
　アンケートに回答していただいた岡山大学文学部1年生・4年生（当時）の皆さん、
調査票の配布・回収にご協力いただいた文学部教員各位に心より感謝申し上げます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（中谷　文美）
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